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夏祭り納涼大会

島の熱い夏がスタート長
　サマーフェスティバル in ながしま 2016 が 7
月 30 日、夕暮れとともに「夏祭り納涼大会」が
あづま海水浴場で幕を開けました。
　この納涼大会には、夏の夜を楽しもうと 1,000
人を超えるお客さんが詰めかけました。海辺に設
けられたステージでは、町内のグループによるフ
ラダンスを皮切りに、芸能ショーやカラオケ、演
歌歌謡ショーなどがあり、観覧席からは声援と盛
んな拍手が送られました。また、観覧席の周りに
は、かき氷や焼きそばなどの屋台が並び、多くの
人が列を作るほどの盛況ぶりでした。
　会場の雰囲気も最高潮に達した頃、特設ステー
ジはお楽しみ抽選会で締めくくり、最後は次々と
打ち上げられる大輪の花火が、夜空を彩っていま
した。

↑照りつける太陽の下、はつらつとプレーする選手ら

あづまＣＵＰ 2016 ビーチバレー大会

さ吹き飛ばす熱烈プレー暑
　夏の恒例イベントあづま CUP2016 ビーチバ
レー大会が７月 31 日、あづま海水浴場でありま
した。県内外から 71 チーム、321 人が出場し、
熱戦を繰り広げました。
　この日は好天に恵まれ朝から強い日差しが照り
つけ、風もほとんど吹かず最高気温は 30℃を超
えました。火傷しそうなほど熱くなった砂の上
で、選手らは暑さを感じさせないはつらつとした
プレーで観客らを沸かせました。
　予選リーグを突破したチームは強豪ぞろい。決
勝トーナメントを勝ち進むごとにハイレベルな試
合を展開し、大いに盛り上がりを見せました。暑
さと疲労を乗り越え「全力星人」（出水市）が栄
冠を手にし、選手らは応援してくれた仲間と一緒
に喜びを分かち合いました。

↑花華かおり歌謡ショーでの一幕

第 64回三地区親善体育大会

子バレーボールが優勝男
　７月 17 日に、第 64 回三地区親善体育大会が阿
久根市で開催されました。この日は朝からの雨の
影響で屋外競技が中止となり、屋内競技（剣道・
弓道・男子・女子バレーボール・家庭婦人バレーボー
ル・卓球・囲碁）７種目のみで大会が行われました。
　この大会は、歴史的・地理的に密接な関係で結
ばれている天草・阿久根・長島の地区代表による
大会で、選手たちはお互いの交流を深めながらも
白熱した試合を繰り広げました。
　開会式では、島原・天草・長島架橋建設促進事
業の早期実現に向けての各市町首長のあいさつが
あり、より一層密接に連携を深めていくことを確
認しました。なお、来年度は長島町を会場とした
大会が予定されています。

↑早速活躍するバックホー

　平成 27 年度から町内 57 自治公民館へ交付して
いる「長島夢追い元気集落活性化事業補助金」を
活用し、田尻自治公民館は独自で小型のバックホー
を購入。田尻地区のむらづくりや自然災害時の対
応など、地域への大きな貢献が見込まれます。
　7 月 31 日は、多面的機能支払交付金事業（水土里
サークル活動）　の一環で、畑の周りに側溝の埋め
込み作業を集落役員 12 人で実施。そこへ今回購入
した新車のバックホーもお目見えしました。
　上窪正志館長は「田尻地区は農業が盛んで、町
の深耕・造成・客土の補助事業も活用しているが、
どうしても自己負担が増えてしまう。集落内の農
家にこのバックホーをオペレーター付で低価格で
貸し出すことで、お互いが助かる環境を作り、い
つまでも元気な田尻のむらづくりを目指したい」
と話しました。

長島夢追い元気集落活性化事業補助金を活用

尻地区の元気づくりに貢献田

↑優勝した男子バレーボールチーム

ブリのつかみ取り大会

にした大物に大満足手
　７月 31 日、あづま海水浴場でブリのつかみ取
り大会がありました。
　当日の飛び入り参加 11 人を含め県内外から
221 人が参加し、子どもの部と大人の部に分かれ、
にぎわいを見せました。
　子どもの部では、夏休みを迎えとびっきりの一
日にしようと子どもらが、スタートの合図と同時
に元気よく海に飛び込みましたが、目の前を素早
く泳ぐブリに悪戦苦闘。やっとの思いで捕まえる
と、最高の笑顔でブリを胸に抱え込みました。大
きいものでは５㌔を超えるブリに参加者から笑み
がこぼれました。
　職場の同僚らと訪れた大崎町出身の救

く に ご う

仁郷諭さ
んは「初めての長島で最高の思い出ができた。来
年も参加したい。今夜は一緒に参加した仲間とブ
リを肴に島美人を飲みたい」と目尻を下げました。

↑合図と共に一斉に駆け出す参加者

↑戦没者の霊へ献花する遺族ら

長島町戦没者追悼式

久平和への誓い新たに恒
　長島町戦没者追悼式が、７月 20 日、遺族らが
参加のもと町開発総合センターでありました。
　戦後 70 年が経過し年を重ね、本町が発展をと
げる一方で、戦争体験者や遺族の高齢化が進み記
憶の風化が一層懸念されます。
　式では、戦没者に対し黙とうを捧げた後、遺族
を代表して小浜の濵畑順一さんが「長島町も２町
が合併し早や 10 年が過ぎ、戦前に想像もできな
かった繁栄を見ておりますが、これも国難に殉じ
られた戦没者の犠牲があったことを私たちは決し
て忘れません」とあいさつ。その後、献花が行わ
れ、二度と悲惨な戦争が繰り返されることがない
よう恒久平和への誓いを新たにしました。
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